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４． 国内特許データベース（Ｗｅｂ方式）用 

 

 国内特許データベース／Ｗｅｂ方式で利用するときの SGshot の利用法を説明します。 

 

利用の基本・・・「全一括表示」で出力・表示したデータをコピーして（またはファイルに保存して），

それを対象に加工します。ここでは共通事項を説明し，４．１以降で，３件／頁プリントなどのそれぞ

れの利用法を説明します。 

 

左は，検索して該当件数の表示された画面で

す。ここで件数をクリックして特許番号や題名

の出力を指示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで，「全一括表示」をクリックします。 

 

 

 

 

 

上のフレームに要約や代表図面が表示されま

す。 

データが届いたら順次表示されます。ですから，

全部のデータが来ていなくても一件目は表示さ

れますので注意が必要です。 

右上のインジケータが止まったら，設定されてい

る件数分のデータが全て着信したことになりま

す。 
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抄録の表示されているフレーム

にマウスのカーソルを置き，そこで

右クリックをします。プルダウンメ

ニューが表示されたら「ソースの表

示」を選択します。 

注意・・・特許リストの表示された

フレームなどにマウスを置いてク

リックしたのではダメです。 

 

 

 

 

 

 

 

ソース表示画面で，「編集」－「す

べて選択」－「編集」－「コピー」

で，ソース表示を全てコピーします。 

 

 

 

 

 

 

次に「SGshot」を立ち上げます。 

 

まず，適当なフォルダを指定します。

このフォルダは上記でコピーした処

理データやサーバから読み込んだ図

面データを保存するものです。 

 

次に［CB/OK］をクリックします。 

 

 

参考；ファイルを指定して処理するときは，

フォルダとファイル名称を指定し，［ＯＫ］

をクリックします。なお，このファイルを

他のソフトで保存しなおさないでください。

微妙なデータ内容が変わって，処理できなくなることがあります。 
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「クリップボードのデータの処理」の案

内が表示されます。 

クリップボードの文字数が表示さ

れますので，参考にしてください。 

下のボックスにSWと日付を組み合

わせたファイル名が表示されます。

変更可能です。拡張子は htm にし

てください。 

了解ならば［ＯＫ］を押します。（こ

れで，コピーデータは指定フォル

ダに保存されます。） 

 

参考・・・後でこのファイルを指

定して［ＯＫ］をクリックすることで，同じようなことができます。 

 

注意・・・前と同じフォルダでファイル名称を同じにすると前のデータが消えます。同一日に同じフォ

ルダで 2 回やるときはご注意ください。 

 

画面上部の表示を確認してくだ

さい。（国内特許データベースのＷ

ｅｂ方式の場合，自動的にこの案

内が出ます。） 

もし，これが見えない場合は［キ

ャンセル］して，再度，ソースデ

ータのコピーからやり直してくだ

さい。 

 

小図面（粗い図面）のときはサー

バに接続してなくても図面をプリ

ントできます。（Ｉサーバから図面

データを読み出します。） 

大図面の（高精細の図面）ときは，「HTML 形式」で指定したサーバに予め接続しておく必要があります。

（データを取り出した直後は接続されているので，該当のサーバをチェックします。なお，両方チェッ

クするとＩサーバを選択と同じになります。） 

 

※各形式の共通事項 

(1)プリントされる抄録の内容は，基本的には国内特許データベース／Ｗｅｂで出力表示した内容です。 
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※便利な利用法 

 国内特許データベースはインデクス表示（番号や題名の一覧表）の件数分だけ抄録や代表図面を，一

括して表示することができます。一方，SGshot ソフトでは，出力表示している抄録や代表図面の全体を

処理します。 

そこで，SGshot を利用する場合，そのインデクス表示件数を３０件や６０件に設定しておくと便利で

す。その理由は，３件／頁や６件／頁を利用する

場合，用紙に余白なくプリントされるためです。

つまり，３０件の設定では，３件／頁のプリント

では１０頁，６件／頁では５頁に余白なくプリン

トされます。 

 

設定は，国内特許データベース／Ｗｅｂのトッ

プ画面の「インデクス表示件数設定」で設定しま

す。 
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４．１ ３件／頁のプリント作成 

  

◎３件／頁をチェックして［設定］をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認画面が出ますので，［ＯＫ］を

クリックしてください。 

 

処理の経過が表示され、処理が終了し

ます。 
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４．２ ２件/頁プリント（国内特許データベース/Web）（未開発） 

 

（まだできません。） 
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４．３ １頁/件，２頁/件などのプリント（国内特許データベース/Web） 

 

 １頁/件，２頁/件，全図面（頁数の

制限なし）のプリントを行なうことが

できます。 

半透明表示部分      は現在

利用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全クレームと独立クレームのみを

選択できます。（国内特許データベー

ス/Web で全クレームを表示させてコ

ピーしてあるときのみ有効） 

 添付プリントの設定が行なえます。

右下の「S添付なし.txt」をダブルク

リックすると利用可能なファイルが

表示されますので，必要なものを選択

します。 

 

 

 

 

 

選択されている添付プリント名をダブ

ルクリックすると，その添付プリントの

内容を見ることができます。再度，添付

プリント名をダブルクリックすると表

示は消えます。 
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添付プリントの作成・・・添付プリントとして使えるデータファイルは，あらかじめ SGTEMPU1.TXT な

どを準備していますが，これ以外にユーザが任意に作成できます。ファイル名称の先頭は Sにしてくだ

さい。 

適当なワープロソフトで作成し，テキスト形式（拡張子が TXT）で保存してください。文字の大きさや

フォント名称を<font size=12>や<font name=ＭＳ ゴシック>として，行単位で指定できます。一行の一部

分の指定はできません。以下に実例を示して説明します。 

 

<font size=12> 

<font name=ＭＳ ゴシック> 

◆  ＳＤＩ／評価依頼  ◆ 

<font size=6> 

<font name=ＭＳ 明朝> 

 ★評価を記入して返却して下さい。 

 ★重要なものは別途，他社特許対策依頼書を出してください。  公報発行後２ヶ月以内 

<font size=9> 

+- 回覧 -+---------+---------+---------+---------+---------+---------+---------+ 

|        |         |         |         |         |         |         | 事業所  | 

|(      )|(    )|(    )|(    )|(    )|     |      | 特許窓口| 

|       |      |      |      |      |特許情報 |技術担当 |   戻り| 

|        |         |         |         |         |   G. |(    )|(    )| 

+--------+---------+---------+---------+---------+---------+---------+---------+ 

|評価者名 （     ）  評価；Ａ 現製品が関係        Ｃ 参考           | 

|                         Ｂ 将来関係する可能性有り   Ｄ 無関係         | 

+------------------------------------------------------------------------------+ 

|ｺﾒﾝﾄ欄                                                                        | 

|                                                                              | 

|                                                                              | 

+------------------------------------------------------------------------------+ 
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４．４ 番号リストから国内特許データベース用の抄録・代表図の作成 

 

 特許番号リストをコピーしておいて SGshot を立ち上げることで，国内特許データベースから抄録や

代表図の一括表示データを作成することができます。特許番号リストは，ワードなどに書かれた番号リ

ストや，ＩＰＤＬ，その他の検索結果で得られる番号リストも利用できます。 

左はＩＰＤＬの検索結果の画面です。 

下のように，番号部分を選択し，マウスの右ク

リックを使って，コピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※番号リストはIPDLの出力だけではなく，Word

文書やExcelデータなど様々な形のものが利用

可能です。また,全角，半角とも可能。番号部

分の左のゼロはあっても無くても利用可能。た

だし，ハイフンは必須です。さらに「特開平」

の平が抜けているものも可能。番号は縦に並んでいても横に並

んでいても，区切りのカンマやスペースはあっても無くても利

用可能です。 

また，特許番号だけでなく，題名や出願人などが書かれたデータも，それらを含めてコピーして利用

可能です。（現在のところ，番号以外のデータの長さは 150 字まで可能） なお，「特開」などの文字を

認識して番号を拾い出すので，桁あわせなどは不要です。番号は公報番号であることが必要です。出願

番号などは使えません。また，登録第 2501001 号などは，特許か実用新案か分からないので使えません。 

 

次に Sgshot を立ち上げ，保存する

フォルダを選択した後， 

［ＣＢ／ＯＫ］をクリックします。 

 

 

実開 7-4455  

特開２００１-７８９  

特開５－１２３ 

特許３００１００１,特公 6-2233，特公 7-4455 

特公平 6-000456 移動体通信の○○○○○○・・・

特開 2001-7788 衛星通信電話の○○○・・・ 
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業務選択画面で，２番を選択してください。 

 

 

 

 

左の案内が表示されたら， 

抄録ファイル名称を確認・変更し，リン

ク先を決めて，［ＯＫ］をクリックして

ください。ここで番号の変更も可能です。 

 

◎クリップボードに何も入れないでお

いて，ここで番号入力しても利用可能で

す。 

 

□現状・生死情報・・・は，※発展利用

を参照ください。 

□作成後，表示させる・・・これをチェ

ックしたままにしておくと，抄録ファイ

ル作成後，Internet Explorer が立ち上って表示されます。 

 

 リンク先サーバにつながっていない場合は，左のような案

内が表示されます。 

 ［ＯＫ］をクリックすると，国内特許データベースに接続

のためのＩＤ，パスワード入力画面が出ますので，［了解］を

クリックします。国内特許データベースに接続すると「業務一覧」画面が出ますので，その画面右上の

［×］をクリックして画面を消してください。 

（［×］で消す事は必須ではありませんが，消せば処理の進行状況が表示されます。） 

 

抄録ファイルの作成が完了す

ると，（「作成後，表示させる」

をチェックしてあれば）左のよ

うなファイルが表示されます。 

なお，この抄録の内容は国内

特許データベースで各ユーザが

設定登録している内容です。 

「次の抄録」で瞬時に次の抄

録を見られます。また，ネット

ワークにより国内特許データベ

ースに接続可能ならば，「全文」

などのリンクも有効です。 

なお，このデータを対象に，３件／頁などのプリントも可能です。 
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※発展利用１・・・国内特許データベースで収録していない特許の場合 

その場合，Espacenet と，Patent Web へのリンクを設定します。（ただし，Patent Web へのリンクの

設定は，Patent Web の Commercial Interface を利用するための社内 CGI サーバが利用可能で，かつそ

のＵＲＬを SGshot に登録してある場合のみ有効です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★注意・・・特公５１年までは部分的に Espacenet に収録され，特公６２年以降は Patent Web に収録

されています。特公５２～６１までは，どこにも収録されておらずリンクも不可能です。（IPDL には

ありますが，ここで説明したような便利な利用はできませんので，各自にて接続してご利用ください。） 

★Espacenet は，特開昭４７－２６４以降，特公４８－１以降が収録されています。(2002.12/17 時点) 

なお，１頁ずつ表示しかできません。また，ときどき接続が困難になることがあります。 

★Patent Web は，特開昭４９－１以降，特公昭６２－１以降を収録していますのでリンクされます。た

だし，Patent Web へのリンクは社内の CGS サーバを経由しますので，社外からは利用できません。 

★（再）公表公報は，Ｈ７年以前は国内特許データベースにありませんが，Espacenet，Patent Web に

収録されているので，リンク可能です。 
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※発展利用２・・・番号リストから現状や生死情報付きの抄録の作成 

 例えば，下記のように特許の現状に関する情報が番号リストに付いていた場合は，その情報を付けた

形の抄録データを入手できます。（SGshot で「◆現状」を認識して処理しています。） 

   特開平６－１６０６１０ ◆現状 拒絶確定(2001.10.11) 

 

 利用にあたっては，□現状・生死

情報があれば含める をデフォルト

のまま，チェックしておきます。 

 

 

※［ＯＫ］をクリックする前に，利

用するサーバにログインしておいて

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

左のように ◆現状= として，表示されます。 

この表示は，出願人名などの右に一定の空

白があれば書かれますが，スペースがない

場合にはその下の行に置かれます。極端な

場合には，題名や抄録の中に置かれること

もありえます。 

 

 

 

 

 

※「◆現状」の代わりに，「出願の生死情報」などもピックアップされます。 

生死情報付きの番号リストは，PATOLIS の出力でも入手できます。なお，PATOLIS の出力は下記の実

例のように特開平などでない書き方ですが，SGshot で特開平と変換するようにしてあります。 

S1 (P ) 2002/11/22 15/43 

公開番号 平 6-160610 出願の生死情報 審査段階で消滅 

 


